
横浜環境保全株式会社（産業廃棄物収集運搬・処理業）

主力サービス 産業廃棄物収集運搬

〇本社所在地：横浜市中区

〇事業概要：産業廃棄物収集運搬・処理

〇常時使用する従業員数：276名（25年3

月期）

〇現在の売上高： 46億円（ 25年3月期）

○法人番号： 3020001029414

○Web：https://www.y-kankyo.co.jp

代表取締役社長
髙橋 義和

売上高100億円実現の目標と課題

売上高100億円実現に向けた具体的措置

実現目標
２０３４年度の売上高達成に向け、産業廃棄物処理の堅実な成
長とともに、燃焼炉完成後の廃棄物受け入れ増加で年率10％

程度の成長を目指す。

課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

事業所や製品の写真等

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

未来そして子供たちのために
『環境保全事業』を通して地域社会にもっとも貢献する

横浜環境保全は、横浜市一般廃棄物収集運搬業許可証第一号を取得し、以降廃棄物処理法の目的である
『生活環境の保全と公衆衛生の向上』に努めて参りました。
各種リサイクルをはじめ、より地球規模でお役に立てる地球健康貢献企業の会社を目指し、当社のミッ
ション・ビジョンの実現に向け、社員一同邁進します。

・燃焼炉PJの遅延と運営ノウハウの習得
・ビンカン工場の稼働率向上
・食品リサイクル工場の老朽化
・横浜市内及び隣接市への営業所新設
・管理会計の拡充
・自社ブランド力の更なる向上

・燃焼炉の完成と事前ノウハウの習得による運用開始
・資源物受入れ増加のための営業強化
・食品リサイクル工場のリニューアルによる受入量増加
・横浜及び隣接市内での営業所新設
・管理会計の拡充による部門別採算制度導入
・業界認知向上による横浜市内でのシェアアップ

・燃焼炉完成と運営コンサルとの連携による最適な廃棄物燃
焼の早期実現と運用継続
・ビン・缶・ペットボトルに注力した営業体制構築と行動
・横浜及び隣接市内での営業所新設による取集運搬効率向上
とドライバー毎の売上アップ
・管理会計の拡充による部門別採算制度導入により、部門毎
に成長の目標達成のPDCAサイクルを確立
・広報活動の継続と強化による自社ブランド向上
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